図　１次判定結果の算出方法
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	〔X1〕～〔X4〕の変数については、以下の数値を当てる。

区分
区分６
区分５
区分４
区分３
区分２
区分１
非該当
変数〔X1〕
7
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	1.
	７９調査項目を使用して障害程度区分基準時間から区分を算出し、変数〔X1〕を算出する。

	2.
	ＩＡＤＬスコア（S1）、行動障害スコア（S2)を表１，２に基づいて算出する。

	3.
	以下の数式に当てはめ、変数[X2]を算出する。
〔X2〕=0.6903*〔X1〕+0.1796*（S1）+1.1148

	4.
	以下の計算を行い、変数〔X3〕，〔X4〕を算出する。
〔X3〕＝〔X2〕－〔X1〕
○　〔X3〕<1の場合、

①〔X1〕=1(非該当)であり、S1>1.28又はS2>0.07の場合、〔X4〕=〔X1〕+1

②上記以外の場合、〔X4〕=〔X1〕
○　1≦〔X3〕<1.5の場合、〔X4〕=〔X1〕+1
○　1.5≦〔X3〕の場合、〔X4〕=〔X1〕+2

	5.
	〔X1〕、〔X4〕を一次判定の候補とし、区分として表記する：〔X1〕→〔X4〕
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注）　スコアによる区分変更ロジック


























１次判定の評価フロー
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行動障害とIADLのスコアによる要支援への変更
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